
【川内小学校】通学路対策箇所図 

 
 

この背景地図等データは、国土地理院の電子国土

Web システムから配信されたものである。 

 
危険箇所：2 凡例  
 
〈危険箇所の状況〉 
・朝、自動車がスピードを出して走る車があるが、児童が道路 
を横断する際に、民家の壁があり見通しが悪く危険である。 

 
〈対策内容〉 
・カーブミラーを設置 

 
危険箇所：1 凡例 
  
〈危険箇所の状況〉  
・グリーンベルトはあるが、路肩がせまく、カーブの 
出口なので車からの見通しが悪い。 

 
〈対策内容〉 
・歩行者が通りやすいよう、ポストコーンのあった場 
所に転落防止柵を設置 

 

 
危険箇所：3 凡例 
  
〈危険箇所の状況〉  
・歩道降り口に砂利がたまり、自転車がタイヤを取られ 
転倒する。中高生を中心に転倒しているとの情報もあ 
り、骨折の事案も発生している。 

 
〈対策内容〉 
・土砂撤去後、雨天後の水の流れをよくできるよう縁石 
の構造を変更 


